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位置と環境
　上鈎遺跡は、栗東市の北西部に位置し、野
洲川が形成した扇状地に立地している。近隣
には葉山川が流れ、旧東海道が通過し、国道
一号が横断するなど、歴史的にも交通の要衝
である。
　上鈎遺跡で現在確認されている最古の遺構
は弥生時代後期で、土坑から脚付鉢が出土し
ている。1982年の調査では、方位や条里方向
とは異なる方位を示す溝が発見された。1995
年の下鈎東遺跡でも延長線上に同方向の溝が
検出され、これが足利健亮氏が推定する古
代官道とほぼ一致していることから、関連
する溝と考えられる。今回の調査区より東
に150mの地点で行われた2017年度調査では、
方形周溝墓、弥生時代後期の竪穴建物、飛鳥
時代から中世にかけての掘立柱建物跡、井戸、
条里方向を志向した溝などが検出されている。
基本層序
　調査区内の基本層序は、層厚0.3mの耕土下
に遺構検出面である黄褐色砂質土層に到達す
る。

主要検出遺構
　ＳＫ１は調査区南東部で検出した。上層に
は炭が混じる。 1層下部に弥生時代後期の土
器を大量に包含している。 1層と 2層出土の
土器に目立った時期差はみられなかった。土
器片の摩耗が少ないこと、土器の出土状況か
ら一括廃棄の土器と考えられる。
　実測に耐えうる土器は、ほぼＳＫ１から出
土しており、脚付を含む小型無頸鉢、受口状
口縁 、有孔鉢、広口壺、広口短頸壺が出土
している。
まとめ
　今回の調査区内の遺構は、土器を多く包含
した土坑がある弥生時代後期と、中世のピッ
ト、耕作痕の大きく 2 時期に分けられるが、
遺構密度は非常に疎であった。弥生時代後期
とみられる土坑内から大量の土器が出土した
ものの、調査区内から同時期の遺構が検出で
きず、遺構の性質を面的に捉えることが困難
である。しかし、土坑内部の堆積から判断す
るに、一括廃棄された土器群と考えるのが自
然であろう。また、土坑内より湖東地域系の
調整技法を持った受口状口縁鉢、北陸系と共
通点をもつ小型鉢が出土している。今回の調
査によって明らかになったことは少ないが、
今後の調査成果の増加や研究の進展をもって、
当遺跡の様相を明らかにしたい。
 （遠藤）

⑥ 上鈎遺跡 調査管理番号
2020R089-01

栗東市文化財調査報告書第180冊

調 査 地　栗東市下鈎1530番・1542番
調査期間 2021年 1 月 6 日～2021年 8 月13日
調査面積 195㎡

調査地

調査地位置図

ＳＫ１遺物出土状況



出土遺物実測図
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はじめに
　小柿遺跡は、滋賀県栗東市の北部に位置し、
標高97m～98m前後の扇状地上に存在する。
葉山川の左岸に位置し、中沢遺跡と接してい
る。
　過去の調査では、縄文時代中期から近世以
降の複合遺跡であることが明らかになってい
る。今回の調査地周辺では、2005年度 2次調
査で古墳時代前期の河川が確認され、木製の
琴が出土し注目された。また2020年度 2次調
査で、北側隣接地にあたる調査区から河川の
続きと古墳 8基が確認されている。
遺構・遺物
　河川ＮＲ１は、調査区の東南端から北西
方向に向かって蛇行しながら延びる河川で、
2005、2020年度に確認された河川の続きと推
定される。検出長約58m、幅約 4 ～ 7 m、深
さ約 1 m前後である。南端から約10m北側の
河川が屈曲する部分で木器が多量に出土して
いる。その西側に接して杭を打ち込んだ土坑
状になった部分があり、梁状の施設であった
と推測される。またＮＲ１北西側肩口の上層
にあたる部分が円形周溝のごとく屈曲する溝
状部分（北西肩口ＳＤ）になっており、多量

の埴輪が廃棄されていた。ＮＲ１の時期は、
下層がおおむね古墳時代前期（庄内式新段階
から布留式併行期）、上層がおおむね飛鳥時
代から奈良時代初頭頃と推定される。
　飛鳥時代～平安時代では、ＮＲ１西側肩口
よりに形成された溝ＳＤ２がある。古墳時代
の河川ＮＲ１がほぼ埋まって、その上層にあ
たる部分が溝となって存在していた。時期は、
出土した土器から、 7世紀に形成され 8世紀
初頭に埋没したと推定される。掘立柱建物Ｓ
Ｂ 1 は、現状桁行 2 間（5.0m）以上、梁行
2 間（4.8m）の建物である。時期は出土し
た遺物からおおむね 8世紀末～ 9世紀前半頃
の建物と推定される。このほか柵ＳＡ１、Ｓ
Ａ２などがある。
　近世以降として、井戸ＳＥ１５がある。平
面形は円形で、大きさ径南北3.2m、東西2.9m、
深さ約1.8mである。約1.1m下げた地点で、
竹によって組まれた井戸枠が確認されてい
る。また、井戸枠の直ぐ上から東西方向に太
さ 5㎝ほどの木が 6本並んでいた。使用しな
くなった井戸に落ちないように蓋をしていた
可能性がある。時期は、出土した信楽産の鉢
や瀬戸美濃系の陶磁器小片から19世紀以降の
所産と推定される。このほか同時期の所産と
して土坑ＳＫ５、ＳＫ１４がある。
　出土した遺物は、土師器、須恵器などの土
器類のほか、埴輪、石製品（磨製石 、石鏃）、
木製品（木錘、建築部材）が出土している。
　埴輪は、円筒埴輪と朝顔型埴輪がある。木
器は、農具（編具として木錘が 2 点）、家具
（腰掛）、容器（槽 3点）、建築部材（梯子 3点、
台形に整形された板材、端部に輪薙込仕口を
施した細長い板、面の両端に接合用の細長い
溝が設けられた板、中央に径50㎝前後円形の
孔があけられた板材など）が出土した。この
ほか、鉄滓、炉壁片が出土している。

⑦ 小柿遺跡 調査管理番号
2020R100-03

栗東市文化財調査報告書第181冊

調 査 地　栗東市小柿385番 1 、386番 1 ほか
調査期間 2021年 1 月12日～2021年12月 3 日
調査面積 約393㎡
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調査地位置図



30　

調査地遠景（北西から）

調査地遠景（南東から）

ＮＲ１木器集中部分（東南から）

ＮＲ１東南梁状遺構（北から）

埴輪集中部分
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ＳＢ１、ＳＫ５、ＮＲ１（北西から）

ＳＥ１５中段部分、ＳＫ１４

ＳＥ１５完掘状況

ＮＲ１槽出土状況

ＮＲ１庄内甕出土状況

ＮＲ１器台出土状況

ＮＲ１脚付壷出土状況

ＮＲ１庄内甕出土状況
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まとめ
　今回の調査で注目されるのは、古墳時代の
河川からまとまった木器が出土したことと、
7世紀代と推定される河川の上層に相当する
溝から多数の埴輪が出土したことである。埴
輪が出土したＮＲ１の上層部分にあたる溝
（北西肩口ＳＤ）の時期は、 7 世紀代と推定
され、埴輪自体の時期（推定 6世紀前半）よ
り新しい遺構であるとみなせる。周囲からは
古墳が多数確認されていることから、おそら
く 6世紀末から 7世紀前半にかけて行われた
土地の開発に伴い、古墳を破壊し、墳丘に並
べられていた埴輪も河川や溝を埋めるために
廃棄されたと推測される。
　木器については、用途がはっきりしない建
築部材が何点かみられ、下面に溝をもつ長方
形の板 3点と、円形に刳り貫かれた正方形に
近い板は、おそらく別の材と組み合わせて使
用する建築材のパーツであった可能性がある。
いずれも大型のつくりで、付近に大型建物が

存在していたことを推測させられる。今後有
力豪族の拠点的な施設が発見される可能性を
考えておきたい。 （近藤）

ＮＲ１北西肩口ＳＤ埴輪出土状況

ＮＲ１北西肩口ＳＤ埴輪出土状況

ＮＲ１北西肩口ＳＤ出土円筒埴輪
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ＮＲ１北西肩口ＳＤ出土埴輪実測図
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位置と環境
　下鈎遺跡は、琵琶湖へと流入する多数の河
川群が形成する扇状地の先端部に位置してい
る。今回の調査区近辺である苅原地域での調
査では、布堀構造の大型建物（1992年調査）
や、特殊棟持柱建物（1997年調査）、建物と
同時期の遺物を包含する河川跡などが検出さ
れている。河川からは銅環や銅鏃、水銀朱の
付着した石杵など、特徴的な遺物が多数出土
している。また、2010年に行われた調査区隣
接地での調査では、多数の掘立柱建物の他周
溝付建物、自然流路、大溝などが検出されて
いる。自然流路からは槽づくりの琴が出土し
ている。調査区内の基本層序は、層厚40㎝の
耕土の下に遺構検出面である黄褐色粘質土層
に到達する。標高はおよそ95mである。
遺構・遺物
ＳＤ１　調査区内北西部でＬ字に折れ曲がる
溝で、幅が0.6m、深さが0.3mである。近隣
の調査で同様の溝をもった方形周溝墓が検出
されていることから今回検出された溝も方形
周溝墓に伴うものであるとみられる。包含さ

れる土器も、細片で形状不明のものが多く、
受口状口縁とみられる土器片も確認できるが、
いずれも溝堆積土中からの出土で、溝の使用
時期推定の根拠となるものが乏しい。
ＳＤ１５　調査区中央付近を南北に横切る溝
である。遺物の包含量も少なく、混入物とみ
られるサヌカイト片が 1点出土している。中
世以降の耕作痕の一部とみられる。
ＮＲ　2010年の調査で検出された大溝を伴う
自然流路部分の延長とみられる。下層から順
に、砂層、腐植土層、粘質土層と堆積してい
る。遺物は上層の粘質土層に包含されるが、
遺物量は少ない。
　流路出土遺物は以下の通りである。 1 , 2 , 3
は受口状口縁壺である。いずれも摩耗が激し
い。口縁部の屈曲はいずれも甘く、端部を外
方につまみ出している。 4 , 5 は高杯脚部で
ある。いずれも脚部中央部に孔を持ち、 4は
三方に孔を持つ。 6は須恵器杯蓋である。口
縁部から胴部にかけて、全面ナデ調整を施す。
底部は未調整である。 7は石鏃の未製品であ
る。高さ約1.8㎝、幅 2 ㎝で、基部に打欠の
痕跡がみられることから、凹基無茎鏃を製作
する最中に先端部が折れ、放棄されたものと
みられる。石材はサヌカイトとみられる。 8
は石鏃である。無茎鏃で、基部に抉りがある
凹基無茎鏃である。高さ約3.5㎝、幅約 2 ㎝
でサヌカイト製とみられる。
まとめ
　周辺調査の成果を参考に調査成果を考える
と、今回の調査地は弥生時代中期から後期に
おいて、遺構密度が標高の高い調査地北部以
外はまばらであることから、微高地に形成さ
れた環濠集落の間に立地する、河川流域が伴
う低湿地帯であったとみられる。
 （遠藤）

⑧ 下鈎遺跡 調査管理番号
2020R095-01

栗東市文化財調査報告書第182冊

調 査 地　栗東市苅原84番・85番・86番一部
調査期間 2021年 2 月15日～2021年 9 月17日
調査面積 307.89㎡

調査地

2009 年度調査
2011 年度調査

調査地位置図
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遺構平面図

出土遺物実測図

ＳＤ１方形周溝墓溝

ＮＲ出土石鏃

SP17

SD15

SD1

試掘

NR



35　

位置と環境
　下鈎遺跡は、琵琶湖へと流入する多数の河
川群が形成する扇状地の先端部に位置してい
る。今回の調査区は同報告内で記述されてい
る調査管理番号2020R095-01の延長部分にあ
たる。2010年に行われた調査区隣接地での調
査では、多数の掘立柱建物の他周溝付建物、
自然流路、大溝などが検出されている。自然
流路からは槽づくりの琴が出土している。調
査区内の基本層序は、層厚0.4mの耕土の下
に遺構検出面である黄褐色粘質土層に到達す
る。標高はおよそ95mである。
遺構・遺物
　ＳＤ１０・ＳＤ１２・ＳＤ１３・ＳＤ１５
は、調査区内中央で検出された溝群で、調査
範囲内で半円形の様相を呈する。細かな土器
片を多く包含し、遺物から弥生時代後期の遺
構とみられる。溝より内側では、同時期の
ピットが検出されていることから竪穴建物に
伴う区画溝と考えられる。
ＮＲ　調査区内道路際の北端にあたる部分で
検出された。北西から南東方向にかけて流域

が延びており、幅は不明であるが、2010年度
調査で検出した流路の一部が検出されたもの
とみられる。遺物の包含は極少量であった。
ＳＸ７９　調査区内道路際南部で検出され
た。北西から南東にかけて緩やかに傾斜して
いる。自然に出来た窪みに遺物が堆積したも
のとみられる。遺物は中世のものが主であり、
いずれも細片である。
　調査区全体の遺物の出土量は少なく、いず
れも細片であったため出土量に対して実測点
数は少ない。凡そ出土遺物の傾向として、Ｓ
Ｘ７９及び包含層からは中世の遺物、その他
溝等の遺構からは弥生時代後期の遺物が出土
した。
　溝群からは多数の遺物が出土したが、摩滅、
細片が多く、実測に耐えうる土器点数はごく
少数であった。国産陶器の壺、土師器壺、受
口状口縁 、土師器高杯などが出土した。
　調査区南部の落ち込みであるＳＸ７９から
は中世の土器が出土した。１１は白磁碗であ
る。１２は円形状の銅製品である。形状と厚
みから銅鏡とみられる。
まとめ
　今回の下鈎遺跡の調査は、前回調査と比較
して竪穴建物に伴うとみられる 3重の区画溝
とピット群、流路を検出した。溝群、ピット
群は共に切り合いを伴いながら検出されてお
り、竪穴建物の建て替えを何度も行った結果
とみられる。2010年度の下鈎遺跡調査では、
平安時代以後の区画溝と掘立柱建物、耕作痕
などを検出していることから、包含層および
ＳＸ７９から出土した中世以降の遺物はこれ
らの時期と同時期のものであると考えられる。
 （遠藤）

⑨ 下鈎遺跡 調査管理番号
2021R095-01

栗東市文化財調査報告書第183冊

調 査 地　栗東市苅原83番、85番・86番一部
調査期間 2021年 4 月26日～2022年 2 月 4 日
調査面積 591.24㎡

調査地

2009 年度調査
2011 年度調査

2020 年度調査

調査地位置図
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はじめに
2019年度 3次調査では、今回の調査区北西
と西南側にあたる周囲が広範囲にわたって調
査が行われた。河川や溝の影響によって建物
遺構はほとんど確認されず、2019年度 2次調
査の続きが南端で一部確認されている程度で
ある。西側に隣接するトレンチでは、おおむ
ね飛鳥時代の大溝が確認されていたため、今
回の調査地に続くことが確実視されていた。
遺構・遺物
　今回確認された遺構は、飛鳥時代から近代
以降までⅠ期～Ⅴ期の 5つに分けられる。
　Ⅰ期（飛鳥時代）の遺構として、ＳＤ１、
ＳＤ２が存在する。ＳＤ１は、2019年度1次
調査から続く、調査区のほぼ中央部全体に確
認されている北西から南東方向にのびる大
溝である。現状で検出長約13.6m、幅約3.9～
5 m、深さ0.8～1.2mである。南東端には南
側にのびる幅1.7～2.0m、深さ0.1m前後の支
流ＳＤ２が付属している。堆積は大きく 2時
期にわたって形成されている。時期は、 6世
紀末から 7世紀後半の所産と推定される。溝
に伴う柵のような遺構である可能性をもつ柱
列ＳＡ３～ＳＡ１０が存在する。
　Ⅱ期（平安時代前半）では、ＳＢ１、ＳＸ５１

が存在する。ＳＢ１は、総柱式の掘立柱建物
で、桁行 2間、梁行 2間で構成される。大き
さは一辺4.5～5.0mである。出土した土器か
ら、おそらく平安時代前半 9世紀代の所産と
推定される。土坑ＳＸ５１は、平面形が隅丸
方形状をした土坑内に 5本の柱によって構成
される遺構である。大きさは、おおむね掘方
一辺約2.1mで、深さ0.18～0.24mである。柱
は 1間× 1間で南側に棟持ち柱的なものが存
在する。時期はおおむね 9世紀代以降と推定
される。
　Ⅲ期（平安時代後半）では、 ＳＢ３、ＳＡ
２、ＳＡ１１～ＳＡ１３、Ｐ７７、Ｐ１００
が存在する。ＳＢ３は、現状、桁行 3間、梁
行 1間以上の掘立柱建物と推定され、調査区
外である北東側にのびるものと推定される。
南側には 3本の柱で構成される 2間の庇が付
く。時期は、Ｐ３８から出土した土器より10
世紀代以降の所産と推定される。
　Ⅳ期（室町時代）では、ＳＢ２、ＳＡ１が
存在する。ＳＢ２は、桁行 1 間（1.9m）、梁
行 1 間（1.7m）で構成される掘立柱建物で
ある。時期は、Ｐ５３から出土した土器より
14世紀代以降の所産と推定される。ＳＡ１
は、ＳＢ２、ＳＢ３に接して存在する 3本の
柱で構成された現状 2 間（2.4m）の柱列で、
北東側にのびる掘立柱建物の一部である可能
性がある。時期は、14世紀代とされるＳＢ２
より新しく、Ｐ４０から出土した土器より14
世紀代以降の所産と推定される。
　Ⅴ期（近世～近代以降）では耕作痕が存在
する。重複関係から 2時期に細分される。
　出土した遺物は、土師器、須恵器、黒色土
器、灰釉陶器のほか、鉄器（Ｕ字形鋤の鋤先、
鉄釘）、鉄滓、石器（砥石）などがみられる。
 （近藤）

⑩ 高野遺跡 調査管理番号
2021R092-01

栗東市文化財調査報告書第185冊

調 査 地　栗東市高野560番 1 、561番 2
調査期間 2021年 6 月 1 日～2021年12月24日
調査面積 約181㎡

2019-032019-03

2019-022019-02

調査地調査地

調査地位置図
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調査地全景（東南から）

調査地全景（北から）

ＳＸ５１

ＳＤ１肩口出土須恵器、鉄器

1 2 3

4 5 6 7

8 9 10

11 12 13

14 15 16

17 18 19
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25

P19(1)
SX51(2~7)
SD1(8~26)

出土遺物実測図

調査地遺構図
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SB1

SD1
( 大溝 )

SX51

38

5340

炭 P77
炭 P100

SD2
( 大溝支流 )

SA12

※数字のみはピット番号を示す
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位置と環境
　辻遺跡は野洲川左岸にあり、野洲川が形成し
た自然堤防状の微高地に位置する。古くは縄文
時代中期から集落が確認される。一方で、弥生
時代を通して集落らしき遺構はほぼ検出されて
いない。古墳時代に入り、鋳鉄関連遺構や玉造
関連遺構などの工房遺構を含む大規模な集落が
検出される。古墳時代から活動痕跡がみられる
傾向は、野洲川左岸の微高地地域に立地する高
野遺跡と同様である。近隣の調査では、今回の
調査地から約250m東の地点で行われた2008年
の調査で、 6世紀前半を中心とした、 5世紀中
頃から 6世紀末にかけての竪穴建物が数十棟検
出された。
　調査地周辺の標高は約105m、遺構面の標高
は約104mを測る。
遺構
ＳＩ１　ＳＩ２を切る形で検出した。東西方向
約5.5m、南北方向約5.5mを測る。 4 本主柱穴
で壁溝を持たない。西側壁面にカマドを有し、
中央に粘土塊の支柱を確認する。竪穴床面中央
部は固く叩き締められており、貯蔵穴は確認で
きなかった。

ＳＩ２　調査区内最西部より検出した。南北方
向約4.7m、東西約4.5mを測る。 4 本主柱穴で、
壁溝を持たない。北部壁面沿い中央にカマドが
位置する。煙道は検出されなかった。中央に支
柱と思われる粘土塊を有する。
ＳＩ６２　調査区東部端で検出した。東西方向
約4.2m以上、南北方向約 5 mを測る。出土遺物
から6世紀後半の隅丸方形竪穴建物とみられる。
ＳＩ６３　ＳＩ６２に切られる形で検出した。
東西方向約3.5m、南北方向約 3 mを測る。遺物
の出土量が少なく、床面に焼土の範囲が大きく
広がっていること、竪穴建物埋土中に炭片が多
く混入していたことから、居住用の竪穴建物と
は異なる様相を持っている可能性がある。
ＳＩ６５　ＳＩ１に切られる形で検出した。今
回検出した中で最も古い竪穴建物とみられる。
主柱穴は検出されず、竪穴北東端部に貯蔵穴と
みられる土坑が検出される。トレンチ内で東西
方向約2.5m以上、南北方向約 4 m以上を測る。
ＳＫ５０　ＳＩ６５に付随する土坑で、土坑壁
面・底面に焼土が残存していることからカマド
とみられる。土坑中央部に土師器の壺が据え付
けられている。
出土遺物
　調査区内での遺物の出土は竪穴建物及び建物
に伴うカマドからが殆どである。
ＳＩ１出土土器　 2 , 4 は須恵器杯身である。 3
は須恵器高杯蓋である。 1は土師質のミニチュ
アの土器である。胎土が非常に荒く、 2 mmか
ら 3 mm大の小石を多く含む。焼成が甘く、表
面が剥離した痕跡がみられる。
ＳＩ２出土土器　 5 , 6 , 9 は須恵器杯蓋である。
11は須恵器高杯である。 7は須恵器短頸壺であ
る。10は土師器椀である。 8は須恵器壺口縁で
ある。17は土師器壺である。
ＳＫ５０出土土器　18は土師器壺である。カマ
ド中心部に据え付けられていた。カマド被熱土
層と土師器壺の間には灰層が挟まっており、土
師器壺に被熱痕跡や煤が付着していないことか
ら、カマドとしての使用が終了した後、中央部

⑪ 辻（出庭）遺跡 調査管理番号
2021R003-01

栗東市文化財調査報告書186冊

調 査 地　栗東市出庭628番
調査期間 2021年 7 月19日～2022年 1 月28日
調査面積 208㎡

調査地

調査地位置図
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写真１　ＳＩ６３床面直上出土須恵器

写真２　調査区内完掘状況

写真３　ＳＫ５０埋設土師器壺

写真３　ＳＩ２出土鉄製品

に埋納したものとみられる。
　19は土師器 である。外面ハケ目調整、内面
横方向ハケ、ケズリ調整で成形する。
　遺構面検出中に滑石製の有孔円板が出土し
た。2008年の調査でも同様の有孔円板は多数出
土していることから、辻遺跡周辺で加工された
滑石製品の不良品が廃棄されたものとみられる。
まとめ
　今回の調査区内では竪穴建物が明確なもので
5棟検出された。遺物からみていずれも 6世紀
前半頃の竪穴建物とみられる。建物内にカマ
ドを持つものが 3棟あり、ＳＩ６３の床面には
炭層が全体的に広がり、一部床面にも焼土を検
出したことから鍛冶工房等の特殊な建物であっ
た可能性が考えられる。ＳＩ２、ＳＩ６３、ＳＩ
６５とＳＩ１、ＳＩ６２は竪穴建物の方向軸が
時期により分かれており、前者の古い竪穴建物
群は正南北方向からやや西に傾く。切り合い関
係も方向軸の変遷と矛盾しないことから、調査
区内の竪穴建物は短い時間の中で一度建て替え
られたとみられる。1983年の調査でも竪穴建物
からミニチュアの土器が出土しており、辻（出
庭）遺跡周辺では同様の出土事例が散見される。
　辻（出庭）遺跡で 6世紀前半の遺構は1983年、
2008年の調査で検出されている。両調査は野洲
川が作り出した自然堤防状の微高地に立地して
おり、竪穴建物が密集して建てられている。今
回の調査区も同じ自然堤防の延長上に立地して
おり、有孔円板が出土していること、ミニチュ
ア土器が竪穴建物埋土から出土していることな
どの特徴が共通していることから、集落として
の関連がみられる。
　今回の調査によって、古墳時代前期に鍛冶
工房、玉造工房を備えた大規模集落である辻
（出庭）遺跡は、 6世紀前半の時期においても、
1985年・2008年調査で検出された大型建物を中
心として、ある程度の広がりを持った集落であっ
たことが明らかとなった。 （遠藤）
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SI２土坑１

SI１土坑２

SI65

SI１土坑１

遺構平面図
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市内遺跡範囲確認調査
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2021年度（令和 3年度）は、市内の遺跡地において、宅地造成工事など各種開発・土木工事
等にともなう遺跡内容を確認するため、試掘による範囲確認調査を68件行った。うち26件で遺
構を確認し、その内 2件で保護層が確保され、 1件が開発取り下げ、13件を市教委で発掘調査
を実施した。以下、主な調査について触れる。

2021（令和 3）年度　市内遺跡範囲確認調査

№16・17・19・53　小柿遺跡
　調査地は小柿遺跡の遺跡範囲の中央、治田
西小学校の南西約150mの地点に位置する。
　令和 3年 1～ 3月に実施された宅地内道路
の発掘調査では流路やその埋土から円筒埴輪
が検出されている。また、北西側の敷地にお
いて令和 2年10月から12月に実施された発掘
調査では八基の古墳が検出されており、古墳
時代における小柿遺跡の墓域と考えられる。
　紹介する 4ヵ所の調査区は何れも個人専用
住宅の建設に関わるものである。その基本
層序は、地表から0.8～1.1mの造成土（表土）
と部分的に残る旧耕作土、層厚約0.1mの旧
床土（黄褐色粘質土）を除去すると、黄褐色
シルトの遺構面に至る。
　検出された古墳時代の遺構は、№16・17で
は検出幅1.5m、検出深0.4mを測る南北方向
に流れる溝で、 7～ 8世紀代を中心とする須
恵器や土師器が出土した。№53では検出幅約
4 m、検出深0.5～0.65mを測り、南側から北
側に向かって流れる溝が検出された。埋土中
からは 8世紀代の須恵器が出土している。古
墳時代の大溝の性格については調査区が限定
されるため詳らかでないが、円筒埴輪片など
墓域に関わるものは出土しなかった。
　古墳時代以降は、大溝埋没後の層上にピッ
トが作られ、宅地内道路の調査では栗太郡主
条里に沿った掘立柱建物が検出されている。
№19で検出された大溝は、検出幅2.5～3.5m、
検出深0.5mを測り、層中からは10～11世紀
代の灰釉陶器や土師皿が出土しており、中世
前期に集落が展開したことが窺える。

NO.16

NO.17

NO.19

NO.53

図１　小柿遺跡　遺構図
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図３　小柿遺跡（５３）北壁断面図
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9. 黄味白灰色粘質土

図２　小柿遺跡　出土遺物実測図
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2021（令和 3）年度　市内遺跡範囲確認調査一覧
№ 遺跡名称 場　　　所 結　　果 対象面積 種別 調査日時 原　因 備　考
1 坊袋 目川1676、1677、1678 ピット・溝 1,187.00 補助金 3.04.22 保育園 工事取り下げ
2 小柿 小柿4-247-8他 旧河道 172.23 補助金 3.04.23 個人住宅 市教委調査
3 下鈎東 上鈎57-1 竪穴・土壙 833.87 補助金 3.04.23 グループホーム 保護層確保
4 綣 北中小路388の一部 遺構確認なし 202.38 補助金 3.05.07 個人住宅
5 下鈎 下鈎1585-3 遺構確認なし 151.25 補助金 3.05.07 個人住宅
6 小柿 小柿4-236（一部）他 流路跡・ピット・溝 2,500.78 補助金 3.05.07 宅地造成 本発掘調査
7 辻 出庭363 遺構確認なし 245.12 原因者 3.05.12 個人住宅
8 手原 手原1-9-5・9-8 ピット 161.18 補助金 3.05.18 分譲住宅 市教委調査
9 霊仙寺・北中小路 北中小路192-1他 溝・ピット・土壙 132,257.19 補助金 3.06.07～06.10 工業団地 本発掘調査
10 高野 六地蔵1077-2他 耕作溝 431.86 補助金 3.06.22 倉庫兼事務所 市教委調査
11 上鈎 上鈎300-1、285-1他 ピット・大溝 60.50 補助金 3.06.22 店舗 市教委調査
12 上鈎・下鈎東 上鈎160-1、161 遺構確認なし 2,307.56 補助金 3.06.29 店舗・工場
13 辻 出庭628 竪穴・ピット 581.00 補助金 3.06.29 共同住宅 本発掘調査
14 高野 六地蔵1165他 遺構確認なし 2,245.00 補助金 3.07.02～03 立体駐車場
15 小柿 小柿5-385-1他 遺構確認なし 198.06 補助金 3.07.08 個人住宅
16 小柿 小柿5-385-1他 ピット・流路跡 161.49 補助金 3.07.08 個人住宅 市教委調査
17 小柿 小柿5-385-1他 流路跡 151.48 補助金 03.07.08 個人住宅 市教委調査
18 野尻 野尻441-4、442他 遺構確認なし 1,951.61 補助金 03.07.12 老人ホーム
19 小柿 小柿5-385-1他 流路跡・ピット 151.47 補助金 03.07.12 個人住宅 市教委調査
20 岩畑 高野474-8 遺構確認なし 152.50 補助金 03.07.20 個人住宅
21 高野 高野234 竪穴・ピット・溝 44,504.55 補助金 03.07.20～21 工場 市教委調査
22 小槻大社古墳群 下戸山1200 遺構確認なし 10,741.00 原因者 03.07.21・07.29 防火設備建設
23 辻 出庭791-1の一部 遺構確認なし 147.13 原因者 03.07.29 農業用倉庫
24 綣 北中小路40-5 遺構確認なし 16,047.00 補助金 03.08.02 個人住宅
25 十里・霊仙寺 十里81 遺構確認なし 937.83 原因者 03.08.03 保育所
26 北尾 小野140-1、140-2 古墳・平坦面 8,132.00 補助金 03.08.04～05 工業団地 本発掘調査
27 小槻大社古墳群 下戸山1200 遺構確認なし 10,741.00 原因者 03.08.24 防火設備建設
28 下鈎 下鈎1665-2 遺構確認なし 152.71 補助金 03.08.27 個人住宅
29 野尻 野尻254の一部 遺構確認なし 100.00 補助金 03.08.27 個人住宅
30 下鈎 苅原66-1・67-1・68-1 ピット 2,796.00 補助金 03.09.07 集合住宅 本発掘調査
31 下鈎 苅原83-10 遺構確認なし 151.01 補助金 03.09.07 個人住宅
32 下鈎 苅原83-11 遺構確認なし 151.01 補助金 03.09.07 個人住宅
33 小柿 小柿4-331 遺構確認なし 298.65 補助金 03.09.07 個人住宅
34 狐塚 川辺419-9 遺構確認なし 164.97 補助金 03.09.09 個人住宅
35 坊袋 坊袋180-7 遺構確認なし 150.49 補助金 03.09.09 個人住宅
36 辻 辻400-14・400-16 掘り込み・ピット 165.10 補助金 03.09.10 個人住宅 市教委調査
37 辻 辻400-1 掘り込み・ピット 150.09 補助金 03.09.10 個人住宅 市教委調査
38 綣 綣9-759-3 遺構確認なし 237.87 補助金 03.09.14 市道路
39 綣 綣9-759-1の一部他 遺構確認なし 913.11 補助金 03.09.14 宅地造成
40 高野 高野322-3 遺構確認なし 618.77 補助金 03.09.28 個人住宅
41 林 林257-1の一部他 遺構確認なし 618.77 補助金 03.09.28 個人住宅
42 下鈎 苅原84-6 遺構確認なし 172.23 補助金 03.10.07 個人住宅
43 下鈎 苅原13-1の一部他 遺構確認なし 278.67 補助金 03.11.01 個人住宅
44 狐塚 川辺418-3 遺構確認なし 187.57 補助金 03.11.08 個人住宅
45 手原 上鈎11-6・11-7他 遺構確認なし 790.24 補助金 03.11.08 事務所・作業場
46 上鈎 上鈎396他 竪穴建物・溝・ピット 4,589.19 補助金 03.11.08 宅地造成 本発掘調査
47 手原 手原7-817・818 溝・ピット 1,052.25 補助金 03.11.30 工場 本発掘調査
48 手原 手原4-1183 溝・ピット 384.38 補助金 03.11.30 集合住宅 本発掘調査
49 霊仙寺 霊仙寺6-46-1・46-3 遺構確認なし 1,120.91 補助金 03.12.08 集合住宅
50 小柿 小柿5-424-1 遺構確認なし 1,333.63 補助金 03.12.08 集合住宅
51 出庭 出庭182-2他 溝・ピット 1,468.52 補助金 03.12.22 宅地造成 本発掘調査
52 下鈎 苅原83-4 遺構確認なし 150.00 補助金 03.12.22 個人住宅
53 小柿 小柿5-385-4 大溝・ピット 200.37 補助金 04.01.05 個人住宅 市教委調査
54 小柿 小柿5-372-7 遺構確認なし 133.89 補助金 04.01.05 個人住宅
55 下鈎 下鈎1237-8 遺構確認なし 154.33 補助金 04.01.11 個人住宅

56 辻 辻594-3・604-1 保護層確保 3138.58 原因者 401.18 事務所・作業場 地山面検出も 
遺構・遺物なし。

57 高野 大橋4-304-1 遺構確認なし 165.56 補助金 04.01.31 個人住宅
58 綣 綣 遺構確認なし 618.77 補助金 04.02.02 個人住宅
59 上鈎 上鈎294-1 遺構確認なし 3130.92 原因者 04.02.08 店舗・工場
60 辻 高野705 旧河道・ピット 130.19 補助金 04.02.10 個人住宅 市教委調査
61 出庭 出庭1134-2、1136一部 遺構確認なし 332.13 補助金 04.02.18 個人住宅
62 綣 綣8-618-1 遺構確認なし 181.82 補助金 04.02.25 個人住宅
63 下鈎 苅原302・303 土壙・落込み・ピット 1233.55 補助金 04.02.25 事務所・倉庫 本発掘調査
64 下鈎・蓮台寺 下鈎1038-1の一部 溝・ピット 406.46 補助金 04.03.07 個人住宅 市教委調査
65 霊仙寺 霊仙寺5-120-1一部他 遺構確認なし 192.83 補助金 04.03.17 個人住宅
66 下鈎 苅原83-7 遺構確認なし 151.01 補助金 04.03.17 個人住宅
67 手原 上鈎8-1・8-9他 ピット 2087.39 補助金 04.03.22 店舗 本発掘調査
68 上鈎 上鈎294-1 遺構確認なし 3130.92 原因者 04.03.29 店舗
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図４　調査地位置図
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№21　高野遺跡
　当調査区は、高野遺跡の範囲の中でも北西
端に位置する。南西側に隣接する大橋地区で
は、これまで古墳時代の竪穴建物がしばしば
検出される一方、当調査区周辺では検出され
ず、比較的濃密に分布する高野西地区周辺と
の間の緩衝地帯としての認識もあった。しか
しながら令和 2年度の発掘調査によってその
存在が明らかとなり、その属性が課題とされ
る地域となった。
　本調査区は、工場敷地内で 2箇所のトレン
チを設定して実施した。

【Ｔ－１】
　層厚約0.55～0.6mの工場整地土（盛土）、
約0.15mの旧耕土、約0.03mの床土を経て、
黄色味を帯びた茶褐色シルトの遺構面に至る。
　遺構面では溝や竪穴建物などを検出した。
竪穴建物（ＳＩ１）は磁北より19度西に振れ
ている。北東側と西隅が後世の攪乱で滅失す
るが、一辺約 5 m四方を計る。内部は壁溝を
巡らし、西隅は貯蔵穴と目される土壙が存在
し、北側に仕切り溝を設けて内部を区分けす
る。屋根を支える柱は四本確認でき、何れも
長径0.4m程度の不整円形で、検出深は約0.3m
を測る。床面中央の南寄りには地床炉が確認
できた。
　出土遺物は微量だが、貯蔵穴より 4世紀代
の小型丸底壺片が出土している。
　竪穴建物はトレンチの南西側でもＳＩ２を
確認した。磁北に対し120度東に振れている。
部分検出に止まったため全貌は不明だが、方
形タイプになるとみられ、内部に壁溝を巡ら
せている。時期を知る遺物に恵まれなかった
が、ＳＩ１と共に集落を構成していたと思わ
れる。
　なお、トレンチ内部で検出した溝は、重複
関係により竪穴建物に後出することは明らかだ
が、出土遺物は無く時期は不明である。用途
は設置状況から耕作痕であったと考えられる。

【Ｔ－２】
　層厚1.18mの工場整地層（盛土）を除去す
ると、青味に土色変化した黄味茶褐色シルト
の遺構面が検出された。時期不明のピットや
耕作痕の他、トレンチ北側で竪穴建物（ＳＩ
３）と思われる遺構の痕跡を確認した。大半
が削平を受けており、検出面の硬度と僅かな
土色の相違で検出を試みたところ、図示した
ように方形プランの痕跡を確認した。土の硬
度の差異は床面を叩き締めた結果、検出面と
の差異が生じたと解釈できる。その内部から
は、焼土が楕円状に確認でき、プランや位置
からカマドが存在した可能性がある。主柱穴
は北西側で検出したピット（長径0.4m）が
該当する可能性がある。

【まとめ】
　竪穴建物の群在、地床炉からカマドへ時期
を跨って古墳時代集落が存在。集落の広がり
は確実だが性格については今後の課題である。

図 6　高野遺跡　出土遺物実測図
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2
SI１ SP2

SI１ 貯蔵穴

SI１
1

図５　ＳＩ１　完堀状況
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図 7　高野遺跡　トレンチ配置図

図１０　高野遺跡　Ｔ２　遺構図

図 9　高野遺跡　T１　ＳＩ１断面図

図１１　高野遺跡　T２　ＳＩ３
　　　　詳細図・断面図図 8　高野遺跡　T１　遺構図

T２ T１  令和 2年度発掘調査
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№36・37 辻遺跡
　調査区は辻集落の中にある小坂地区の南側
に位置する。基本層序は地表から0.7～0.8m
の造成土（表土）を除去すると、近世から近
代の鋳物師に関連する土取り穴（廃棄土壙）
が存在する遺構面に至る。
　この土取り穴は深さが0.6～1mとなり均一
ではないが、№36では茶褐色シルトの地山面
を削平して掘り込まれている。№37では、西
側にしかなく、東側は灰色気味の粘質土と
なっていて、№36の方が地山面の標高が高く
なっている。
　この地山面も多くが鋳物師関連の遺構で破
壊されているが、この遺構の底部からは 5～
6 世紀代の遺物がまとまって出土している。
当該期の明確な遺構は認められなかったが、
古墳時代集落が現集落下でも展開したことが
想定される。

図１２　辻遺跡　出土遺物実測図
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図１３　辻遺跡　(36・37）遺構図

NO.37

NO.36

図１４ №36辻遺跡 ピット掘開状況
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№ 8　手原遺跡
　調査区は手原遺跡の遺跡範囲の中で最も東
辺に位置する。南50mには古代東海道を踏襲
した近世東海道が走り、交通の要衝を窺わせ
る。手原遺跡の中枢である官衙・寺院群は、
正南北方向を軸とする条里（手原条里）にあ
るが、調査区は手原条里が東に35度傾く栗太
郡主条里の変換点付近に位置している。
　調査区の基本層序は、上から順に層厚0.9m
の盛土、0.1mの旧耕土、0.2mの旧床土を経て、
暗茶褐色シルトの遺構面に至る。
　検出した遺構は全てピットで、 2～ 3期の
重複をみせるものがある。調査区が狭小なた
め掘立柱建物の全貌は明らかでないが、ＳＰ
１と８がつながりをみせることから、建物は
南北軸に対し東に約30度振れており、栗太郡
主条里の属性が強くなっている。
　ピットの成立時期は、ＳＰ１・８では遺物
の出土を見ないが、重複関係で後出するＳＰ
２・３・５では10世紀後半から11世紀前半の
土師器や黒色土器埦が出土している。
　手原遺跡中枢の官衙機能は 9世紀代には失
われ、11世紀代には手原条里を踏襲した一般
集落が展開したことが知られるが、今回の調
査で同時期に栗太郡主条里に沿った集落の展
開が認められることが明らかとなった。
 （藤岡）

図１５　手原遺跡　遺構図
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